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 東日本大震災  
 

宮城県 名取市  2011年3月11日  
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 東日本大震災  
 

岩手県 宮古市  2011年3月11日 
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東日本大震災  
 

岩手県 南三陸町  2011年3月11日 

 

4 



東日本大震災 津波被害の八戸港 
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東日本大震災 津波被害の八戸工業地帯 
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１．委員会組織 
国際ロータリー第2830地区として、2011年4月23日  
東日本大震災からの復興を念じる2010-11年度中村
義弘ガバナーの要請により、 
 

   「被災地復興支援委員会」 

    及び 実行本部(タースク・フォース） 

    「復興支援企画実行委員会」 
 

が設置されました。性格上2010-12年度の複数年度
に亘る活動となりました。 
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２．支援活動資金 委員会事業資金（義捐金等） 

1) 弘前RC・つがるRC等当2830地区内各RCやロータリアンからの義捐金。 
2) 当地区西第2分区での一般市民からの街頭募金。 
3) 第3330地区(タイ南西部－識字率向上支援地区)、宜蘭RC(台湾)等を含
む海外の地区、クラブ、個人からの義捐金。 

4) 第１,２,３ゾーン(日本)のガバナー会からの寄金。 
5) 国内2760地区(愛知)・2570地区(新潟)・2610地区(石川・富山)及び豊
田RC等国内各地の地区やクラブからの義捐金。 

6) 2650地区京都洛中RC主催し、姉妹クラブのチェコ・プラハRC共催のプ
ロジェクト「心の癒し事業・被災地の子供たちをプラハへ」で当地区
被災地から高校生26名教諭4名計30名をチェコ共和国プラハに招待。 

7) ロータリー財団新築補助金活用、パイロット地区からの支援、当地区
大会における被災地応援バッジ収益金など。 

8) 京都洛中RC佐々木哲氏からの被災児童へのチョコレート寄贈。 
 

以上のような心のこもった義捐金・寄付金が財源。 
2012年9月14日決算での委員会関与支援資金規模 22,114,214円。 
他にも八戸南クラブの財団東日本復興基金日本委員会よりの２６百万円活
用による八戸市蕪島トイレ再建プロジェクトなど、地区内クラブや地区外
関連クラブとの共同支援プロジェクトが実施または計画されております。 
委員会の支援活動を列挙します。 
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３.活動実績 － ① 

①青森県内被災児童並びに他県からの避難
児童に対する奨学金支給 

 

  各分区での調査に基づき、被災児童367人へ図
書券と文具等購入商品券各20,000円を贈呈。 
6月24日、八戸市立多賀台小及び八戸市立港中
で贈呈式を行った。その後、県内各地で委員
会メンバーとガバナー補佐協力のもと校長会
代表者の方々へ贈呈。 

 

  7,340千円 
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被災学童への奨学金贈呈 2011年6月24日 

八戸市立多賀小学校 
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被災学童への奨学金贈呈 2011年6月24日 

八戸市立港中学校 
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③被災4保育園義捐金贈呈  
 淋代保育園（三沢市） 川口保育園（おいらせ町 おいらせRCから贈呈） 

 新湊はますか保育園（八戸市） 浜市川保育園（八戸市） 
 各100千円を贈呈 (2011年7月19日） 
  
 400千円 

活動実績－② 及び ③ 
 

②被害甚大な岩手県・宮城県・福島県等への 
 パイロット地区としての支援の一つ 
  

 2011年7月7日、宮城県山元町 「アンドラス山元基金」へ送金。 
 この基金は、八戸南ＲＣが2004-05年に引き受けたアメリカからの青少年
交換学生であったモルナー・アンドラス氏が、ＡＬＴとして赴任している宮城
県亘理町・山元町が被災。同氏が復興を願って設立した基金。 

 モルナー・アンドラス氏の献身的復興活動を応援。 
 200千円 
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 活動実績 – ④ 
④サッカーの世界最高峰プロクラブチーム ＦＣバル
セロナ [スペイン] が、日本の被災地支援として
チャリティー・キャンプ（児童対象サッカー・スクー
ル）の八戸開催を決定。当委員会が後援。 

   ２０１１年８月１０～１２日 八戸市南郷区 カッ
コーの森エコーランドの南郷陸上競技場にて開催。 

 

  国際ロータリー第２８３０地区も後援者となり、
被災地 岩手・宮城の少年少女５２名を招待。旅
費・宿泊費を支援。 

 

   1,020千円 
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FC バルセロナ 児童サッカー・スクール  
（八戸市南郷区カッコーの森エコーランド） 

岩手県・宮城県（第2520地区） 被災地児童招待（交通費・宿泊費支援） 14 



FC バルセロナ  児童サッカー・スクール  
（八戸市南郷区カッコーの森エコーランド） 

岩手県・宮城県（第2520地区） 被災地児童招待（交通費・宿泊費支援） 
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FC バルセロナ  児童サッカー・スクール  
（八戸市南郷区カッコーの森エコーランド） 

岩手県・宮城県（第2520地区） 被災地児童招待（交通費・宿泊費支援） 
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 活動実績 – ⑤ 

⑤八戸海洋少年団支援 
   2011年7月3日、提案者八戸東ＲＣの菅原会

長からカッターボート用オールや救命胴衣等
を寄贈。 

 

   これは八戸東ＲＣが受けた友好クラブ第2760
地区豊田ＲＣからの見舞金。 

   当委員会が預託を受けていたもの。 
 

   960千円 
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 活動実績 – ⑥ 
⑥被災家屋水道設備整備支援  
  八戸市・おいらせ町・階上町の被災地家屋解体に
係る給水装置工事（91ヵ所）。 

 2011年10月1日八戸圏域水道企業団へ贈呈。 
 

 国内外地区・クラブ合同支援事業として実施。      

  多額事業であり、3330地区(タイ・識字支援)・
2760地区(愛知)・2610地区(石川・富山)・宜蘭
RC(台湾)・弘前RC からの義捐金等を充当。 

 

 9,000千円 

 

 
18 



被災家屋水道設備整備 贈呈式 2011年 10月1日 

 八戸港新湊舘鼻岸壁地域にて 八戸圏域水道企業団へ 
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活動実績 – ⑦ 
⑦三沢市 「みさわの底力  NEVER GIVE UP」 
  三沢地域復興イベント 支援  
  三沢ＲＣ，三沢東ＲＣ等が主催し、2011年11月23日 
三沢市市公会堂にて開催。 

  三沢高校インターアクトクラブのスタッフ活動に、
ロータリー・ロゴ入りジャンパーを寄贈支援。 

  盛会裏に終了。 
 
  １５１千円 
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活動実績 – ⑧ 
⑧心の支援プロジェクト 「絆のキルト」 
  被害甚大な岩手県野田村へ弘前市のキルトハウ
ス代表古川範子先生の作品 「風舞う里」 を贈呈。 

  2012年3月9日、製作者古川範子先生へ小山内ガ
バナーから感謝状事業費を贈呈。同3月11日野田
村役場において、小田祐士村長への贈呈式。 古
川先生、鈴木地区幹事長、細川委員等出席。 

  ロータリー財団新地区補助金活用。 
 

  358千円  
                              23                                             21 



キルト  古川範子先生の作品 「風舞う里」  
岩手県野田村 小田祐士村長へ贈呈  
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活動実績－⑨ 
⑨チョコレート贈呈サポート 
 京都洛中ＲＣ佐々木哲会員よりフランス屋製菓(株)
製チョコレート1,500箱を受託。 
同ＲＣの御意向に基づき、下記の学校・児童に贈呈。 
 

 赤崎小、蛸ノ浦小、越喜来小（以上岩手県大船渡市） 
 小友小、小友中（以上岩手県陸前高田市） 
 いわでやま幼稚園（宮城県大崎市） 
 岩手県野田村児童（弘前市に招待の際贈呈）  
  

 市価 約1,500千円相当 
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チョコレートをもらって喜ぶ 大船渡市立赤崎小学校 児童 
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活動実績 –⑩ 

⑩岩手県宮古市田老町仮設住宅訪問支援 
  新世代奉仕関連事業の支援 
 甚大被災地の仮設住宅被災者に対するメンタルケア
事業。津軽三味線・書道・りんご提供等。 

 新世代事業の見地から、青森県立保健大学の教授・学
生  （青森ＲＣの同大学ローターアクトクラブ主体）や米
山奨学生・木村義正委員等ロータリアン含む34名参加。 

  2012年7月14日実施。  
 365千円。 
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岩手県宮古市田老町 被災者仮設住宅訪問支援 
青森保健大学生による書道パーフォーマンの文字を前に笑門来福 
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岩手県宮古市田老町 被災者仮設住宅訪問支援 
青森保健大学生による津軽三味線演奏 27 



活動実績 – ⑪ 
⑪被災地の子供たちをプラハへ ・ 心の癒し事業 
京都洛中ＲＣ 主催＋ チェコ共和国プラハＲＣ共催プロジェクト   
• 京都洛中ＲＣが主催し、その姉妹クラブであるプラハＲＣが共催する国
際大型被災地支援プロジェクトとして当地区へ提案頂いたもの。 

• 青森県内被災地八戸・三沢・おいらせの高校生（直接被災者含む）26名、
教諭4名、計30名を、チェコの首都で京都市の姉妹都市プラハに派遣。 

• 期間中、ホームステイや近隣都市訪問、ヨーロッパ青少年サマーキャン
プ参加等、ロータリアンやプラハ日本人会等の大いなる配慮を賜り、本
人たちの将来設計のためのみならず、被災地域の未来創りに大きな成果
と貴重な体験を得て、全員無事帰国しました。 

• 八戸にて5回に及ぶオリエンテーションを実施、駐日チェコ共和国 カテ
ジーナ・フィアルコヴァー特命全権大使、及び八戸市小林眞市長もチェ
コ共和国の説明と激励に臨席された。京都洛中ロータリアン及び夫人計
20名と当委員会から鐘ヶ江義光顧問（PDG）、富岡義勝委員が同行。   

• 派遣期間 ： 2012年7月25日～8月8日（15日間）  

• プロジェクト予算総額 約２千万円（推計） 当地区支援 2,310千円 
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チェコ共和国 プラハ市 オールドタウンのスタロミェスツケー広場 
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プラハ市 ヴルタヴァ （モルダウ） 川 「プラハの夜景船旅」  
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チェコ共和国外務大臣表敬訪問 
外務副大臣を囲んで（チェコ外務省） 31 



プラハ市長 表敬訪問 
各ロータリークラブのバナー贈呈 （写真は八戸RC及び八戸東RCのバナー）  
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プラハのロータリアン宅等へのホームステイ 
ホストファミリーとのスナップ 33 



 チームのためのスポーツ・アカデミー運動会で 
２名のオリンピック金メダリストと表彰式 

  右はベラ・チャスラフスカ（東京オリンピック体操金メダリスト） 34 



カテジーナ・フィアルコヴァー駐日チェコ大使 派遣チームオリエンテーション講師役としてご出席。              
八戸市長訪表敬問 （八戸市庁 2012年7月20日） 

 池田桜子大使館員、村井達パスト、松本康子ガバナー、フィアルコヴァー大使、小林眞八戸市長、鐘ヶ江義光パスト 
35 



４．地区内ロータリークラブ個別支援事業への協力 
• 八戸東ＲＣは地区内ＲＣとしては最大被災地域のクラブでありましたが、友好クラブ豊
田RC支援を受け、前述八戸海洋少年団支援を提唱された。当委員会経由の支援と
なった。 
 

• 八戸南RCは八戸市蕪島の破壊された公衆トイレを移転新築。八戸市に寄贈。 
       ロータリー財団東日本復興基金日本委員会補助金で当２８３０地区を含む   ２６５０地
区（京都・福井・滋賀・奈良）、２７７０地区（埼玉南部）、３６３０地区（韓国・慶尚北道）、
韓国・南浦項ＲＣ、台湾・中壢中區ＲＣ、八戸南黒田正宏会員、以上からのマッチング・
グラント方式大型支援プロジェクト。三陸復興国立公園の北の玄関口となる予定。 

        ２０１１年１０月着工、２０１２年２月完成・寄贈 。  313,293 ドル （25,690千円) 
 

• 国内５モーニング・ロータリークラブ (青森、札幌、旭川、埼玉県川口、京都）は、共同で、
6月10日、八戸市教育委員会を通じて八戸市立多賀小学校を訪問、プランター120個、
バラ苗木40本と耕耘機、計700千円相当を寄贈 （当委員会村井委員長立合）。 
 

• 他にも八戸ＲＣが台湾2ＲＣ（基隆・台中中洲）や能代ＲＣ、米山奨学生張揚氏（中国）
等からの義捐金協力を得て八戸市に5,500千円寄贈。また弘前ＲＣでモンゴルから同
国の小学生が描いた絵のカレンダー・ポスターを福島と八戸の小学校へ配布。等々、
地区内各クラブがそれぞれ海外姉妹クラブや友好クラブの協力等を含め、支援活動を
展開し、委員会も仲介等で協力しております。 
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八戸市 蕪島 破壊されたトイレ 

２０１２年２月２０日八戸南RCのグローバル補助金で移転新築 
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八戸市 蕪島トイレ 八戸南ＲＣによるロータリー財団助金で移転新築 
 

２０１２年２月１５日完成  ２月２０日八戸市へ寄贈 
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５．ロータリー財団資金・他地区からの支援資金 
• ロータリー財団 からの補助金で活用できるものは新地区補助金及びグ
ローバル補助金。しかし通常の場合、目的は６重点分野（平和と紛争予
防・疾病予防と治療・水と衛生設備・母子の健康・基本的教育と識字率
向上・経済と地域社会の発展）の奉仕分野に限られており、災害そのも
のを対象とはしていないため、今回のようなケースでは承認を得るのが
難しかった。  
 

• このため、国際ロータリー財団では2011年7月「東日本復興基金日本委
員会」を 設置、精力的に支援活動を行い、ロータリーとして復興に大きな
貢献をすることができました。 
 

• 2012年5月末まで申請271件、承認160件。基金総額 7,815千ドル（約6億    
2千万円）。申請は3月末で締め切りとなっております。岩手・宮城・福島
の巨大被災地向けが中心ですが、八戸南ＲＣ蕪島トイレ（25,690千円）も
承認されました。 
 

• 京都洛中RCとプラハRCの「心の癒し事業」のように直接の資金提供以外
の大型支援もあり、蕪島トイレも含めますと2830地区関連実質支援事業
規模は7千万円超に達すると推計されます。 
 

• また当地区はお陰様で復興が比較的敏速になされたこともあり、前友好
地区の2760地区（愛知県）はじめ、国内外ロータリー関係からの熱心な
支援申し入れがあったにもかかわらず、 当委員会の仲介により、被害
甚大な岩手・宮城・福島の地域への支援に振り向けて頂いた資金も少な
くはありませんでした。 
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第2760地区(愛知県）ロータリー財団委員会  
八戸・仙台被災地訪問 当委員会と協議  

2011年6月4日  八戸市長訪問 
40 



６. 委員会活動総括  
• 東日本大震災のような巨大災害からの復興は、旧に復する単なる
復旧ではなく、進化であるべきと考え、「創造的進化」を志し、
物理面のみならず心理面の支援も心掛けました。 
 

• 日本人の他人を思いやる心、絆の強さが世界を驚愕させましたが、
今後は心のケア等心理的復興や、高度な防災・減災技術の向上が
望まれます。八戸工業大学が「防災技術社会システム研究セン
ター」を設立し、学界でも学術・研究面の進化に向けて動き出し
ました。 
 

• 委員会活動としては、2012年7～8月の京都洛中ＲＣ＋プラハＲＣ
の「高校生プラハ派遣・心の癒し事業」をもって、予算面も支援
事業も計画を達成、終結となりました。御支援御協力賜りました
皆様に深く感謝申し上げます。 
 

• 今後はローターの通常活動に組み入れながら、研究機関等との連
携も考慮しつつ、大災害からの創造的進化の方向に進んで行きた
いと願っております。 41 



７．委員会メンバー 
被災地復興支援委員会 
 委員長  村井 達  （八戸RC・パストガバナー） 
 委 員  小山内康晴 （弘前RC・ガバナー） 
      中村義弘  （むつRC・直前ガバナー） 
      富岡義勝  （八戸RC・地区ロータリー財団委員長） 
 顧 問  黒田正宏  （2009-11国際ロータリー理事・パストガバナー） 

復興支援企画実行委員会 
 委員長  北向幸吉  （八戸東RC・新地区補助金委員長） 
 委 員  福田和男  （三沢東RC・直前東第2分区ガバナー補佐） 
      平山秀司  （八戸東RC・直前南分区ガバナー補佐） 
      西村昭紘  （弘前東RC・ロータリーの友地区代表委員） 
      伊藤 睦  （三沢東RC・地区水対策委員長） 
      野澤俊雄  （八戸南RC・クラブ直前会長） 
      源新育子  （八戸北RC・南分区ガバナー補佐） 
      佐々木眞一 （むつ中央RC・地区グローバル補助金委員長） 
      荒瀬 潔  （八戸RC・地区ロータリー広報委員） 
            木村義正  （青森RC・地区RYLA委員長）2011年12月17日から委員 
      細川勝也  （弘前RC・地区幹事） 2011年12月17日から委員 
 顧 問  鐘ヶ江義光 （八戸東RC・パストガバナー） 
      山崎淳一  （五所川原RC・パストガバナー） 
 

       ＊肩書は委員会設立時の2011－12ロータリー年度職名  
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８．被災地復興支援委員会 収支決算報告書 
                 収入          2012年9月14日 

              

2011～12年度 入金先 金額 備考 

4/14/2011 第2830地区 西第２分区 街頭募金 689,374 第2830西第2分区ロータリアン街頭募金 

4/15 2010-12年度 ガバナー会 5,000,000 各地区募金からのD-2830宛義捐金 

4/18 第3330地区（タイ南西部）地区大会募金 330,000 第2500地区（北海道東部）経由 

4/28 第2570地区（埼玉西部地域）ガバナー事務所 1,000,000 義捐金 

5/24 弘前RC 20,000 義捐金 

6/7 八戸東RC（第2760地区豊田RC） 1,000,000 豊田ＲＣ（愛知）から八戸東RCへの義捐金 

6/16 第2830地区ガバナー事務所（中村DG） 3,426,202 2010-11年度地区内RCからの義捐金 

6/30 第2760地区（愛知県）ガバナー事務所 1,332,436 義捐金 

7/29 第3330地区（タイ南西部）  追加送金 285,242 識字率向上プロジェクト支援地区 

10/3 第2610地区ガバナー事務所 4,356,580 石川県・富山県 

10/3 弘前RC 3,000,000 追加義捐金 

10/3 宜蘭RC(台湾) 264,240 十和田RC 経由 

12/13 八戸東RC会員 林克己氏 72,578 林克己氏経営の会社からの義捐金 

12/15 ロータリー財団 第2830地区新地区補助金 279,396 第2830地区ガバナー事務所（小山内DG） 

12/15 つがるＲＣ 62,000 第2830地区がっバナー事務所経由 義捐金 

12/15 第2830地区（ガバナー事務所） 235,346 「がんばろう」缶バッジ販売収益金（義捐金） 

7/4/2012 京都洛中RC プラハ派遣事業 調整支援金 760,000 心の癒し事業・プラハ派遣 国内旅費・保険料支援 

2011～12年度 預金利息 合計 820   

  ①合計 22,114,214   
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８．被災地復興支援委員会 収支決算報告書 
              支出 ・ 残高        2012年9月14日  

            
2011～１２年

度 
支出先 金額 備考 

6/17～7/5 青森県内就学中の被災児童への奨学金 7,340,000 県内外からの被災小・中・高生367名へ 

6/23 アンドラス山元基金（宮城県ALT）への支援 200,000 元八戸南RCへの米国からの交換学生 

7/11 被災保育園へ義捐金 （４園） 400,000 八戸市・三沢市・おいらせ町 

8/10～12 FCバルセロナ・サッカースクール児童招待 1,019,740 岩手・宮城から被災児童八戸招待 (2012/6/29支払 ) 

8/31 八戸海洋少年団支援(八戸東RC-豊田RCより) 960,015 カッターボート オール等流出備品 寄贈 

10/4 被災家屋給水装置整備（八戸圏域水道企業団へ） 8,998,500 八戸・おいらせ・階上被災家屋91分水道整備工事 

11/28 三沢地域復興イベント支援 151,000 「みさわの底力 Never Give Up」 IACユニフォーム 

3/8～5/15 岩手県野田村支援「絆のキルト」プロジェクト 358,080 古川範子氏制作キルト「風舞う里」野田村に贈呈 

7/14 岩手県宮古市田老町仮設住宅訪問支援 364,753 青森保健大学生等新世代関連被災地訪問支援事業 

6/8～9/30 京都洛中ＲＣ高校生プラハ派遣事業オリエンテーション等合計 2,306,929 「被災地の子供たちをプラハへ・心の癒し事業」サポート 

9/4 復興支援委員会関連その他活動費 5,000 「みさわの底力」 祝賀会費 

2011～12年度 送金手数料  合計 9,555   

9/14 D-2830 地区（委員会運営会議）口座へ送金  642 D-2830地区被災地復興支援委員会運営会議費  

  ②合計 22,114,214   

  

2012/9/14 ①－② 残高 0   
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